
 

【協議事項】唐櫃台地域「からとんくるりんバス」の本格運行の実施について 

 

１.趣旨 

北区唐櫃台地域は坂道が多い住宅地で、駅や商業施設等へのアクセスのしづらさが

以前より課題となっており、今後高齢化が進むと、日常生活で不便を感じる方がます

ます増えることが予想された。 

こうした地域の交通課題の解決のため、令和４年度に地域組織が立ち上がり、市の

支援制度を活用した地域コミュニティ交通の導入に向け検討を進めています。 

こうしたことから、唐櫃台地域の住民による検討組織（唐櫃にバスを走らせる会）

が立ち上がり、令和４年度より、神戸市の地域コミュニティ交通支援制度を活用した

取り組みを開始し、令和 4 年度に地域住民に対するアンケート調査を実施し、その結

果を踏まえ、運行事業者に神鉄タクシー株式会社を公募により選定し、令和６年３月

1 日より試験運行を実施してきた。 

このたび、試験運行の結果より、神戸市の補助を受けつつ運行を継続できる利用が

見こめることから、令和７年５月から道路運送法第 4 条の許可を得て、本格運行とし

て新たに導入を予定するものである。 

 

２．主な経緯（参考） 

令和４年 11 月   「唐櫃にバスを走らせる会」発足 

    地域住民に対するアンケート調査実施 

令和５年３月   神鉄タクシー株式会社を運行事業者に決定 

 令和６年３月～令和７年４月  試験運行の実施 

令和７年５月～  本格運行の実施（予定） 

 

３．協議事項 

（１）事業概要 

運行主体 唐櫃にバスを走らせる会 

運行事業者 神鉄タクシー株式会社 

運行態様 一般乗合旅客自動車運送事業（路線定期運行） 

運行車両 【常用】ハイエースワゴン改良型（乗客定員 8 名） 

    ロングワイドハバミドル  型式 TRH214W-JDTNK 

車幅 1.88ｍ，車長 4.84ｍ，車両総重量 2.570ｔ 

【予備】ハイエース・ロング ワゴン（乗客定員 8 名） 

    ロングワイドハバミドル  型式 CBA-TRH214W 

 車幅 1.88ｍ，車長 4.94ｍ，車両総重量 2.550ｔ 

車両数 常用車両 1台、予備車両 1 台（ワゴン型車両、乗用事業と併用） 

営業所 兵庫県神戸市北区甲栄台３丁目７－１５ 

自動車車庫 営業所に併設 
運行系統 路線定期型 3 系統 

【４丁目系統】 

神鉄唐櫃台駅→唐櫃台４丁目→唐櫃台３丁目→神鉄唐櫃台駅（5.20 ㎞） 
【１・２丁目系統】 
神鉄唐櫃台駅→唐櫃台２丁目→唐櫃台１丁目→神鉄唐櫃台駅（3.36 ㎞） 
【中央住宅系統】 

資料３ 



神鉄唐櫃台駅→中央住宅→神鉄唐櫃台駅（1.54 ㎞） 
運行時刻・本数 【４丁目系統】  始発 8 時 51 分、終発 17 時 21 分・8 便 

【１・２丁目系統】始発 9 時 23 分、終発 17 時 53 分・8 便 
【中央住宅系統】 始発 9 時 10 分、終発 18 時 08 分・16 便 
※日曜、祝日は運休 

停留所 14 箇所 
運賃（協議運賃） 大人 200 円、小人 100 円 

※敬老パス適用時 100 円、福祉パス適用時 無賃 

※IC カード（PITAPA･ICOCA 等）は利用不可 
 

（参考１）：乗降場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

使用車両 
（乗客定員 8 名） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（参考２：地域別ルート・時刻表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（参考３：試験運行の概要及び目標値） 

○第１回試験運行利用実績  

（令和6年3月1日から5月31日までの3か月間） ※3月は無料お試し期間 

・運行ルート ：青ルート（4丁目経由） 駅→4丁目→駅     8便 

緑ルート（1・2丁目経由）駅→2丁目→1丁目→駅 8便 

・運行時間帯：始発：9時05分、終発：17時15分 

・目 標 値 ：乗って支える目標（採算目標）100人／日 

・利用者数  ：84.3人/日（3月のお試し期間） 

66.0人/日（4月～5月の有料期間） 

 

○第２回試験運行利用実績  

（令和6年6月1日から11月30日までの6か月間） 

・運行ルート ：青ルート（4丁目経由） 駅→4丁目→駅     8便 

緑ルート（1・2丁目経由）駅→2丁目→1丁目→駅 8便 

・運行時間帯：始発：9時05分、終発：17時15分 

・目 標 値 ：乗って支える目標（採算目標）100人／日 

・利用者数  ：82.7人/日  

 

○第３回試験運行利用実績  

（令和6年12月1日から令和7年１月28日までの状況） 

・運行ルート ：青ルート（4丁目） 駅→4丁目→駅       8便 

緑ルート（1・2丁目） 駅→2丁目→1丁目→駅   8便 

赤ルート（中央住宅） 駅→中央住宅→駅 16便 

・運行時間帯：始発：8時51分、終発：18時08分 

・目 標 値 ：乗って支える目標（採算目標）100人／日 

・利用者数  ：79.2人/日  

 

 

 

 

 

 

  

本格運行の判断基準（運行経費の 50％） 

利用者数：50 人/日 



（参考４：利用促進活動） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出発式、イベント案内チラシ（走らせる会作成）  出発式の状況 

駅前の待合所（駅売店跡地） 



（２）移動円滑化基準の適用除外について 

・唐櫃台地域においては道路幅員が狭く、小型バス(車幅約 2m)でも運行が困難な箇所

が多いため、狭隘な地域の道路が通行可能なミニバン車両（車幅約 1.9m）で運行す

ることとした。 
・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律により、原則、乗合事業で新

たに使用する車両は、移動円滑化基準（乗降口の幅や床面の高さ、車いすスペースの

確保等）に適合しなければならないが、「移動円滑化基準適用除外自動車の認定要領

第 3（4）」において、「車両総重量 5ｔ以下であって乗車定員が 23 人以下の自動車」

で、運行地域の自治体及び住民の合意がなされていることを条件に、基準適用除外の

認定を受けることができるとされている。 
・唐櫃台地域のからとんくるりんバスで使用する常用車両および予備車両について、基

準適用除外の認定を受けるため、地域公共交通会議において、関係者の合意を求める

ものである。 


